

























































































































































校　　名 学　　科 生徒総数 内仙台学生
明治法律学校 法　　　律 408人 16人
同　分　舎 法律（原書） 31 3
東京法学校 法　　　　律 350 2
専修学校 法律経済 340 8
慶磨義塾 英　　　　学 260 5
成立学舎 英　　　　学 280 27
仏　学　塾 仏　　　　学 70 3
二松学舎 漢　　　　学 250 4














































































































































































































































































????? 16歳 20歳頃 40歳
????????????
上京 就職 死去
地域 交　友
治
学校 学　校
?
?
性 才 能
（注）　「周囲，環境」力の方が「個人能力」より比率が大きい。
　　　「周囲，環境」欄の「交友」と「学校」の比率は前者の方がやや大きい。
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　注
（1）作成時期不明，登米伊達家文書，東北大学附属図書館蔵。
（2）現在の当主は佐藤恒夫氏である。
（3）後に仙台で経史，東京で英学修業後，帰郷し登米校等の訓導となった。『東北日報』明治25年4月1日。
（4）登米校は明治6年6月に寺池村小学校として開校し，やがて登米村第一小学校，次いで凌雲小学校と
　改称された。そして同12年に登米小学校となった。
（5）「佐藤琢治履歴」，登米町鈴木一成家文書。
（6）続「仙台人名辞書」刊行会『仙台人名大辞書』，昭和8年2月。
（7）今泉寅四郎『宮城県人物誌』，明治42年2月，昭和53年3月歴史図書社復刻版。
（8）『陸羽日々新聞』明治14年3月21日。
（9）前同紙。
（10）「碩儒国分平先生逝く」『宮城県教育雑誌』第55号，前出『仙台人名大辞書』，明治32年6月14日没。
（11）前出「仙台人名大辞書」。
（12）前出『宮城県人物誌』では明治16年ころ，東京遊学の仙台出身者を約1000余人としている。
（13）仙台にはじめての法律専門学校・東北法律学校ができるのは明治33年である。明治法律学校卒業生の
　三島駒治が母校の教育を参照して創立した。『三島学園創立五十周年史』より。
（14）『民報』第9号，登米町『登米町誌』第3巻　平成4年3月。
（15）明治16年より，以上は佐藤憲一「宮城県の自由民権運動」「宮城の研究』6参照。
（16）明治13年2月1日より入校許可。
（17）明治25年『校友規則並表』，明治大学図書館蔵，前出『仙台人名大辞書」。
（18）明治18年『校友規則並表」，明治大学図書館蔵。
（19）色川大吉「明治十七年読書会雑記について」『文学』Vol．27。
（20）田原慶吉『山口熊野君略伝』明治40年4月，山口熊野頒徳碑建設委員会。
（21）『自由党々報」第138号。
（22）「三島通庸文書」，国会図書館憲政資料室蔵。
（23）『陸羽日々新聞』明治15年10月2日。
（24）明治大学歴史編纂事務室蔵。
（25）板垣退助監修『自由党史』下，岩波文庫版。
（26）宮城県議会史編さん委員会『宮城県議会史」第2巻　昭和49年3月q
（27）『絵入実業新聞』明治25年10月14日・16日・26日。
（28）『郵便報知新聞』明治24年9月5日。
（29）『自由党々報』第46号。
（30）『自由新聞』（仙台）明治26年2月28日。
（31）前同紙　明治26年2月3日。
（32）『自由党々報』第134号・第147号。
（33）前出「佐藤琢治履歴」，佐藤琢治稿「北海道農工銀行急設の必要」「政友』第5号。
（34）『自由新聞』（仙台）明治26年2月3日。
（35）『時論』第1号。
（36）登米町史編纂委員会『登米町史編纂資料集』第6集　昭和44年3月，前出『宮城県議会史』第2巻。
（37）『民報』第12号。
（38）前出「東北同盟会の合同交渉書を読む」。
（39）森田敏彦「東北七州自由党の結成と憲法起草運動」『歴史評論』Na415。
（40）『仙台新聞』明治31年10月6日。
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